
 

 

 

 

 
 
 

 

       
 

 

 
 

 

  

主催:静岡市清水産業・情報プラザ（指定管理者：静岡商工会議所） 共催:新産業開発振興機構 

 

第 87回（平成 26年度第 2回）産学官交流のご案内を致します。 

今回は静岡県立大学にご協力いただき、下記内容の講演を開催します。是非この機会に大学関係者・講演

者と交流され、今後の事業活動等にお役立ていただきますようご案内申し上げます。 

  参 加 料 無料 （交流・懇親会参加者は 1,000円／ 軽食・飲物を用意いたします） 

  定 員 ３０人 

  申込方法 下記申込書に記入してＦａｘ、E-mailで申し込み下さい。 

  事 務 局 静岡商工会議所 新産業課（担当：相磯、小堺） 

TEL:054-355-5400  FAX:054-340-5117  E-mail:info@siip.jp 

※ 大学側との積極的な交流を図るためにも、ぜひ交流会までご出席下さい。 

※ 尚、申込書に記入いただいた情報は、静岡商工会議所からの各種連絡・情報提供に利用する事がありますこと

をご了承下さい。 

 

第８７回「産学官交流」講演会・交流会 参加申込書（静岡県立大学） 

   平成２６年６月２７日（金）開催                        Ｆａｘ 054-340-5117 

事 業 所 名  

参加者名（役職） （        ） （        ） 

講 演 会 参加 ・参加しない 参加 ・ 参加しない 

交 流 会 参加（有料） ・参加しない 参加（有料） ・ 参加しない 

所 在 地  TEL  

※E-mail  ※Ｆａｘ  

※欄：今後の『産学官交流会』のご案内を希望される方はご記入願います。 
（原則 E-mail案内とさせていただきます。Ｆａｘでのご希望の場合は、「Ｆａｘ欄」のみご記入下さい。） 

 
本会には、宝くじ 

収益金の一部が使用

されています 

開催日時  平成２６年６月２７日（金） 

     講演会 17:00～18:30  交流会 18:45～19:45 

会    場  講演会 静岡商工会議所・清水事務所（産業情報プラザ）  ３階 研修室  

     交流会   同 上                  ７階 交流サロン 

 
講演１ 『 「食品環境研究センター」の開設とその取組み 』 

静岡県立大学 食品環境研究センター長 若林敬二氏 

講演２ 『 「薬食研究推進センター」の紹介と健康科学の実践的研究 』 

静岡県立大学特任教授 大学院 薬学研究院 薬食研究推進センター長 山田静雄氏 

第 8 7 回「産学官交流」講演会・交流会 

県立大学 「食と健康、薬食同源に関する研究」の紹介  



講演１ 『 「食品環境研究センター」の開設とその取組み 』 

静岡県立大学 食品環境研究センター長 若林敬二氏 

Keywords：食と健康、環境と健康、地域産学の推進、地域への教育・啓発活動 

 

 静岡県立大学では、平成 26年 4月 1日、食品栄養科学部に新たに環境生命科学科

を設置するとともに、大学院食品栄養環境科学研究院の附置施設として食品環境研

究センターを開設しました。当センターでは、食品・栄養・環境科学の各分野の研

究を通して、地域における健康福祉の向上と産業の活性化に資することを目指して、

｢食と健康｣、｢環境と健康｣に関連した研究、および地域への教育・啓発活動などを、

種々の研究機関との連携体制のもと実施していきます。 

 

我が国においては、がんや認知症等の疾病が増加しており、大きな社会問題となっ

ています。がんの中でも大腸がん、乳がん及び肺がん等が増えてい

ます。大腸がん発生要因としては動物性脂肪、赤身の肉等の関与が

報告されています。一方、大腸がん抑制要因としては、食品中のポ

リフェノール、魚油等が知られています。本講演では、がんの中で

も特に大腸がんに着目して、食品による予防方法の可能性等につい

て解説します。 

 

 

 

 

 

講演２ 『 「薬食研究推進センター」の紹介と健康科学の実践的研究 』 

静岡県立大学特任教授、大学院 薬学研究院 薬食研究推進センター長 山田静雄氏  

Keywords: 医薬品、機能性食品、薬食同源、薬食相互作用、排尿障害 

 

超高齢化が進む我が国において、医療費を含む社会保障費が高騰しており、生 

活習慣病や高齢者関連疾患の予防や治療に貢献する医薬品及び機能性食品の開発 

とともに、それらの併用も含め有効かつ安全な使用法を指向した基礎研究と信頼 

性の高い臨床研究の実施が望まれています。特に、医薬品と食品を融合した新領 

域研究によるライフサイエンスにおけるイノベーションの実現が期待されていま 

す。 

本学では、11月 1日に大学院薬学研究院附属施設として「薬食研究推進センタ 

 ー」を新設しました。本センターでは、健康科学の発展及び健康長寿社会の実現

に寄与することを目的とし、事業化を指向した医薬品及び機能性食品・素材に関

する学術的な基礎研究の推進及び臨床研究への支援とともに、薬食に関する情報提供並びに専門職及び研

究者の養成に関する支援を行っています。本講演では、薬食研究推進センターの紹介とともに、健康食品

のノコギリヤシ果実エキスや、九州や沖縄で生育・栽培されるセリ科野菜のボタンボウフウ（別名：長命

草）エキスの排尿障害改善作用と事業化などの具体的な取組みなどについて説明し、産学官連携の重要性

を伝えたいと思います。 

 


